
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

例会報告（平成21年10月22日）

１）10月24日（土）・25日（日）は地区大会です。

今年は、ガバナーの出身地の柏で行われます。

24日は会長・幹事を対象とした会議。25日は本会議

で一般の会員が対象です。場所は、麗澤大学キャン

パスで、今大会の記念講演の講師は、筑波大学名誉

教授の村上和雄さんです。テーマは「喜びや感動が

可能性を引き出す」～遺伝子ＯＮの生き方～という

ことです。

25日の地区大会に参加される方々はバスの時間に遅

れないようにしてください。（先週事務局より日程

表を送ってあります）

予定通りよろしくお願いします。

２）11月17日　開催される東金ＲＣ・東金ビューＲ

Ｃ・成田空港南ＲＣ　合同ガバナー公式訪問の打合

せに10月16日東金エストーレホテルに、会長・幹事

で行ってまいりました。後日、幹事、又事務局より

報告申し上げます。

３）奉仕プロジェクト委員会主催の鮭の稚魚の放流

についての報告を後日、奉仕プロジェクト委員会

秋葉・大竹担当よりご報告申し上げます。

以上で挨拶と会務報告を終わらせていただきます。

会務報告
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会長挨拶

  皆さん　こんにちは。

  例会が２週間空いた間に

秋も深まり、朝夕に寒さを

感じるようになりました。

各地で紅葉の便りが聞こえ

てきます。いよいよ食欲の秋です。お互い食べすぎ

には十分注意いたしましょう。

  本日は、地区職業奉仕委員であり、クラブ職業奉

仕委員長の冨一美会員に「職業奉仕月間について」

の卓話をお願いしてありますので、後程よろしくお

願いいたします。

  職業奉仕はロータリー特有の奉仕活動です。「超

我の奉仕」の心を、各自の職業を通して、社会に貢

献していくことがロータリーの目的の１つです。そ

の為には、各自は事業者として、又専門職としての

高い倫理感を持つように努力したいものです。

  この所、卓話の時間がかなり手短に済ませていま

す。本日の卓話に十分な時間を残したいと思いま

す。
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②11月のロータリーレートは1ドル＝90円です。

③『友』ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ速報2009年10月20日№401-402・ﾊｲ

ﾗｲﾄよねやま116号(2009年10月13日発行)が届いてお

ります。

④10/25（日）地区大会のバス乗車場所と時間の案

内

⑤本日例会終了後にＣＬＰ委員会を行います。委員

の方は出席をお願い致します。

⑥週報受領クラブ

・八日市場Ｒ.Ｃ.　　・多古Ｒ.Ｃ.

・小見川Ｒ.Ｃ.　　　・銚子Ｒ.Ｃ.

・大原Ｒ.Ｃ.

◇ 第６分区社会奉仕委員長会議報告

    報告者　会員増強委員長　　　　　土屋　俊夫

     　　　 奉仕プロジェクト委員長　越川　博光

　　平成21年10月14日　大和屋旅館にて開催

　　出席者：地区社会奉仕委員　吉田幸男氏

　　　　　　元地区社会奉仕委員長

　　　　　　　　　(大多喜ＲＣ)渡辺多美子氏

　　　　　　各クラブ　会長

　　　　　　　　　　　社会奉仕委員長

　　　　　　　　　　　奉仕プロジェクト委員長

　　　　　　合計19名

議題

１．各クラブ社会奉仕委員会の現状について

　吉田地区社会奉仕委員より社会奉仕についての説

明と地区社会奉仕委員会の位置づけに関する説明が

ありました。越川奉仕プロジェクト委員長により当

クラブの活動実績報告がありました。

２．ＣＬＰについて

　当クラブにおけるＣＬＰの取り組みを土屋が説明

いたしました。ＣＬＰについての質問に関しては理

解できる範囲にて回答いたしました。各クラブとも

前向きに取り組んでいました。

３．その他

　予定の時間が過ぎ懇親会の席にてとなりました。

本日計 　 11,000円

累　計   306,816円

冨一美君

　　…昨日の八街ＲＣに続き自クラブでも卓話をさ

　　　せていただいてありがとうございます

川島宭君

　　…本日の例会日と私の誕生日が一致したので

青柳誠君・鈴木恭一君・秋葉講一君・倉石昌治君

　　…冨会員卓話をありがとうございました

高田一行君

　　…家庭菜園で野菜がたくさん収穫できました

齋藤逸朗君

　　…少年野球チームの野球観戦事業を情報紙に掲

　　　載させて戴きありがとうございました

ニコニコボックス

例会日 会員数 出席

10月22日 47 31

MU ％

16 100.0

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★

出席報告

委員会報告

◇ クラブ広報委員会

　　　委員　　齋藤　逸朗

　

　8月26日に行われました、地元少年野球団（東陽

スポーツ少年団と芝山リトル）との野球観戦の記

事を地域情報紙よみうりさんむサイト（発行：㈲

齋藤新聞店 代表 齋藤逸朗）に掲載させて頂きま

した。



　職業奉仕にかかわる卓話

　　　　地区職業奉仕委員

　 　　　　　　冨　　一美

皆さんこんにちは。

本日は、地区職業奉仕委員の立場で職業奉仕に関す

る卓話をさせていただきます。私自身も勉強を兼ね

て、皆さんと一緒に職業奉仕について考えてみたい

と思っております。どうぞ宜しくお願いを申し上げ

ます。

さっそくですが、職業奉仕は難しいとか、分かりに

くいとか、と言った言葉をよく耳にしますが、それ

はただ先入観から難しいもの、或いは、分かりにく

いものと思い込んでしまっているからではないので

しょうか。確かに、職業奉仕に関する冊子を読んで

みましても、難しい言葉で書かれておりますので

（例えばシェルドンの職業奉仕の理念の解説等）最

後まで中々理解をしにくいわけであります。従っ

て、分からないまま終わってしまうというような、

そんな事の繰り返しであったのではないかと思いま

す。そこで今回皆さんにロータリーの職業奉仕の全

体像を、おぼろげながらでも良いから、つかんでみ

ていただきたいと思います。そして徐々にそれらに

枝葉をつけて、自分に分かるように充実したものに

していただきたいのであります。そのおぼろげなが

らの全体的理念の流れは、皆さんのお手元にあらか

卓話 じめ配布してあります絵図のような形になります。

　ルート（１）が職業奉仕、ルート（２）がロータ

リーの基本であります。概ねこのようなフロー図に

なろうかと思います。ロータリーの奉仕には、人間

は一人では生きられない、そのことから生れて来る

人間愛、すなわち「世の為、人の為に」を考える力

「利他」、言い方を変えますと、利他の心（他人の

為に成ろうとする優しい心）、もう一つは自己保存

本能からくる「自分の為に」を考える力「利己」、

言い方を変えますと利己の心（自分だけ良ければ良

いんだと言う心）があってこの相反する両者を併せ

持つことを、ロータリーでは調和と呼んでおりま

す。すなわち、利己と利他の調和こそロータリーの

基本であります。

シェルドンは、奉仕の哲学を紐解くときに、奉仕の

ことを「利己と利他との調和せしむる心の場」つま

り心の修練の場を意味すると言っておりまして、

又、ロータリーの標語の一つになっております「最

もよく奉仕する者、最も多く報われる」は、成功す

る商売の道は、奉仕することにかかっている。これ

は、どんな取引でも買い手と売り手双方に利益をも

たらすものでなくてはならない、という実践理論の

原理から出たものといわれているのは、皆さんご存

知のとおりであります。

人様の為になる事それが奉仕であり、この利他性

（利他の心）から生れて来る奉仕を、もっと先へた

どってみますと、フロー図では「純粋親睦」につな

がっております。これは単なる感性的な親睦（フレ

ンドシッブ）ではなくて、精神的な親睦（フェロー

シップ）を意味します。この過程では、ロータリー



には週一回の例会がございます。他にもいろんな団

体があって職業奉仕とよく似たような名称もありま

すが、ロータリーの例会を通じての奉仕活動に至る

のは、ロータリーだけであります。又、上下のへだ

て無く対等で話合えるこの例会の場というものは、

ロータリーに於ては絶対的なものでありまして、こ

の場で、人生経験を積んだ素晴らしい方々と話をす

ることにより、自己の心を磨き、奉仕の発想を交換

することによる親睦は、ロータリーだけのものであ

ります。これ等の行為を「純粋親睦」と呼んでおり

まして、一般の親睦と一線を画しております。この

例会をへて何かを学んで職場に戻り、実践すること

により、職業、すなわち職業奉仕を通じて社会に奉

仕する事が可能なわけであります。フレデリック・

シェルドンのいう奉仕の哲学を体得する修練の場が

ロータリーの主とした活動であり、また、例会で培

養された奉仕の心を持って職業生活の場で実践に移

すこと、そして自己研鑽しながら職業生活に適用す

ることなど、この活動が職業奉仕になるわけであり

ます。「入りて学び、出でて奉仕せよ」まさにこれ

が、ルート（１）の意味するところであります。

　従って職業奉仕は、社会奉仕、クラブ奉仕、国際

奉仕と違って直接的なものではありません。そして

受益者は、ロータリアンであり、職業奉仕を実践し

た結果得られるものが、道徳規準であることです。

職業奉仕の実践は結果として高い職業倫理に繋がり

ます。難しいのは、職業奉仕は、活動が目に見えな

い陰徳だという点にあります。この奉仕は、その個

人個人の職業生活の中に組み込まれてしまっており

ますので、外からは見えません。然し、本当の奉仕

というのは、目に見えない陰徳である筈です。

以上で、大まかな理念の流れをお話させていただき

ました。このフロー図を頭に入れておけば、自ずと

理念はおぼろげながらも理解が出来て行くことと思

います。後は冊子など、特に「ロータリーの友」や

先輩の話の中から、ある部分をつかみとっていただ

き、枝葉としてゆけば、職業奉仕活動は、やがて

はっきりして来るものと思います。

さて、最近の国際ロータリーでは、量的な会員増強

や拡大を当面の目標とし、ロータリー財団活動を基

盤として、国際奉仕活動に力を注ぐ傾向にありまし

た。ところが、２００２～０３ビチャイ・ラクタル

RI会長の就任を機会としまして、長期的な視点か

ら、内面の質の本格的な充実をはかることが、会員

の増強と退会の防止に有効であるとの見解に立ち、

サービスの理念とこれに基づく職業奉仕の考え方の

価値に関する会員の関心と認識を高めねばならない

との反省に立った活動が活発になりました。

まず、それをいくつかの項目に分けて皆さんと考え

てみたいと思います。

１．職業奉仕への視点から考えてみますと

冒頭に申し上げました通り、職業奉仕はロータリー

の生命であり、金看板である、といわれておりま

す。ところが、職業奉仕は、従来から、難しくてよ

くわからないといわれ、敬遠をされてまいりまし

た。また、最近のロータリーでは、具体的な奉仕活

動が強調される反面、職業奉仕への関心が希薄に

なっていると指摘され、さらに、RIにおいては、い

ろいろな角度から、職業奉仕はロータリーの拡大や

増強の妨げになっているといった、ロータリーの原

点から逸脱した極端な意見すら聞かれるように成っ

てきているといわれております。

そこで、ロータリーの原点に立ち戻り、職業奉仕の

重要性について、皆さんと根本から検討を加えて、

考え直さなければならないと思います。

２．職業奉仕の基礎としてのサービスの理念から考

えてみますと

皆様ご存知のように、人は、他人の存在を前提とし

て生きる精神的存在であります。従って人は、自分

のためだけでなく、他人のためになるように誠実に

他人に尽くすことによって、はじめて自分の幸せを

手に入れることができるとしております。つまり、

サービスをしたいという願望は、宇宙の摂理（自然

の法則）を認識できる人間のたどる道でもあり、利

他の心を持って他人の成功を願うということは、自

らが成功への道を歩んでいるということでもある、

ということです。そして、そのような人々によって

はじめて幸せな良質の社会が築かれていくというこ

とです。このような考え方が、綱領で定められてい

るロータリーの基本精神である「サービスの理念」

であります。ロータリーは、このような考え方が、

ロータリアン各自の個人生活をはじめ、ひろく人間

社会に実現していくことを意図して活動をしており

ます。もっとも、この「サービス」という考え方

は、ロータリーだけが独占するという物ではなく

て、本来的に申し上げますと、人間社会の根底に横

たわる基本的な真理であるとされておりまして、

ロータリーは、率先してその認識と実現を提唱して



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いるわけであります。このことが、人間社会がどん

なに激しく変化をしても、ロータリーの存在意義が

厳に不変である所以であります。そしてまた、ビジ

ネスの科学としてサービスという考え方をロータ

リーの世界にはじめて導入したフレデリック・シェ

ルドンの「最もよく奉仕するもの、最も多く報いら

れる」や、これをより簡潔にしたフランク・コリン

ズの「超我の奉仕」の各モットーが不変である所以

でもあります。

３．職業と職業奉仕について考えてみますと

ロータリーでは、サービスの理念を基本として、職

業の価値を深く認識して職業の道徳的水準の目標を

高く設定するとともに、具体的職業活動にあたって

はその目標に向けて最も良質の努力を尽くすことに

よって、他人のために尽くすことを実現すべきもの

としております。これが、職業奉仕という考え方の

原点であると思います。ロータリーにおいては、人

間社会は、人々の需要を満たす職業の集まりである

ととらえております。職業は天すなわち社会から与

えられた天職であるとされる所以であります。従い

まして、ロータリーにおいては、職業は、社会に貢

献するための単なる手段の一つではなく、職業奉仕

自体が社会に貢献することととらえています。これ

が職業奉仕を社会奉仕と区別する基本的な理由でも

ありますし、ロータリーが単なる社会奉仕団体では

ないとする理由でもあります。そして、このこと

は、職業奉仕とは、ロータリアンでない人を含むす

べての人たちに、職業上のあらゆる関係において

サービスの理念を分かち合うロータリアンの責務で

あるとも言われる所以であります。

４．職業奉仕の捉え方とその具体的表現について考

えてみますと

申し上げるまでもなく、職業奉仕は、サービスの理

念を基本として、職業の道徳的水準を高めること、

そして社会に有用な業務が尊重されるべきであると

いう認識を深めること、そしてロータリアン各自が

業務を通じて社会に奉仕するために業務を品位あら

しめること、と綱領において表現をされておりま

す。この内容を、総論と各論の２つに区分しますと

次のようになると思います。

総論としましては、職業の道徳的水準を高めること

と、社会に有用な業務は尊重されるという認識を深

めることという部分であります。これは、社会に存

在するすべての役に立つ職業は、世の中の人々が求

める必要な需要を充たすために存在するものであり

ますから、すべてが価値があるものであるというこ

とを深く認識して、顧客、仕入先、雇主、従業員、

共同経営者、同僚、同業者その他の職業の関係者や

社会一般の人々との関係の公正なあり方を正しくと

らえることも含めて、職業の道徳的水準の目標を高

く設定することであります。

各論としましては、ロータリアン各自が業務を通じ

て社会に奉仕するために業務を品位あらしめるとい

う部分であります。これは、ロータリアン各自の具

体的な個々の職業活動において、関係者の需要や立

場を思いやりの心で正しくとらえ、総論で述べた職

業の高い目標を十分満たせるように最も良質の成果

を提供するよう努めることであります。

このような職業奉仕をさらに具体的にわかり易くす

る表現として、「ロータリアンの職業宣言」があ

り、職業奉仕の内容を具体的に強調するものであり

ます。また、１９５４－５５年度の会長ハーバー

ド・J・テイラーは、１９３２年、倒産寸前の会社

を救済するため、「四つのテスト」を提唱して関係

者に配布し、見事にその会社を再建し発展させまし

た。爾来この「四つのテスト」が、ロータリアン各

自が自己の職業奉仕を自己評価する尺度として、決

定的に重要な機能を果たして今日に到っていること

は、皆様よく御承知の通りであります。

この「四つのテスト」は、現在職業奉仕プログラム

に組み込まれておりまして、今日では４大奉仕部門

の全てにおける重要な要素に成っております。しか

し、本来これは純然たる経営上の指針である事に留

意をしなければなりませんで、そのためにはその使

用を事業上の取引に限定すると共に、翻訳や解釈を

厳密にする必要があるとしております。

ここに、私なりにハーバードが意図している「四つ

のテスト」チェックリストについて、一つ一つを

ロータリアンの職業宣言に照らし合わせて紐解いて

みました。これはすでに私が会長の時に皆さんにご

配布させていただきましたが、本日改めて復唱して

みたいと思います。

言行はこれらに照らしてからの

１、真実かどうかについて、４つの項目を当てはめ

てみました。

①良心的な仕事をしているか



②公正適法な仕事をしているか

③良い商品、良いサービスを提供しているか

④社会の信用を得ているか

２、みんなに公平かについて、５つの項目を当ては

めてみました。

①フェアプレイで仕事をしているか

②社会的公正に反していないか

③公正な人事を行っているか

④公正な取引をしているか

⑤不公平な取り扱いをしていないか

３、好意と友情を深めるかについて、５つの項目を

当てはめてみました。

①親切なサービスに努力しているか

②同業界における職業道徳の向上に寄与しているか

③良き隣人であるか

④従業員に敬愛されているか

⑤国際理解の増進に寄与しているか

４、みんなのためになるかどうかについて、７つの

項目を当てはめてみました。

①自分の仕事が社会のためになるか

②公害防止や環境保全に努力しているか

③住民に迷惑を及ぼしていないか

④雇用の安定に努力しているか

⑤良き納税者であるか

⑥資源を無駄使いしてないか

⑦従業員教育に努力しているか

以上が、私なりに紐解いてみました「四つのテス

ト」のチェックリストです。

５．職業奉仕とクラブについて考えてみますと

職業奉仕は、１９８９年に採択された理事会の「職

業奉仕に関する声明」によって、クラブと会員の双

方の責務とされております。もちろん、地区の責務

でもあります。職業奉仕が会員個人の責務であるこ

とについては、これ以上の説明の必要がないと思い

ます。

じつは、この中に書かれている「クラブが職業奉仕

を実践する」という文章について疑義が生まれてき

ます。なぜならば、フレデリック・シェルドンの職

業奉仕理論の中からは、クラブが職業奉仕の実践を

行うという発想は出てこないからです。職業を持っ

ている個人だから職業奉仕の実践が出来るので在っ

て、職業を持たないロータリークラブがどうやって

職業奉仕の実践をするのかということであります。

このことはさて置きまして、前期の二つのモッ

トー、ロータリーの職業宣言、四つのテストなどを

クラブの週報に記載し、例会場やクラブ会合の場所

に掲示し、新入会員の選考や教育で強調することな

どは、クラブの職業奉仕活動として大切な配慮では

ないのでしょうか。

６．職業奉仕の社会に対する影響の現状について考

えてみますと

ロータリーが提唱する、このような職業奉仕の精神

と活動は、現在果たして期待する効果を挙げている

でしょうか。近頃世界の各地域において、社会的に

影響のある人達の個人的な非行や大規模企業の衝撃

的な不祥事が続発していることは、皆様よくご承知

の通りであります。さらに深刻なことは、社会の各

層各面において絶え間なく発生している大小様々な

慢性的な不祥事であります。過酷で倫理に背を向け

た競争は、社会と企業の秩序の破壊を限りなく進行

をさせております。

７．今後における職業奉仕のあり方について考えて

みますと

先に述べた不祥事の続発する事態に対するロータ

リーの対応は、申すまでもなく職業奉仕活動の強化

であります。その努力は、会員自身に関する努力と

会員以外の外部に向けた努力とに区分されます。前

者は、本来のクラブ活動のほか、いろいろな職場見

学、経営理念や職業奉仕事例の研究などで、もっぱ

ら個人としての努力でしょうが、後者は、サービス

の理念に基づく職業奉仕の考え方や活動を、自分個

人だけではなく、会員が関係する企業体その他公私

の団体と、地域社会からさらに広域の社会へと拡大

し、自分が関係する周囲の経営環境や生活環境に強

力に働きかける努力であります。そのような人間教

育を基礎として、私どもは、はじめてロータリーの

「サービスの理念」とこれに基づく職業倫理を私ど

もの心の中に確立することができるものと思われま

す。

そして、ロータリアン各自が、職業奉仕の原点の自

覚を深めながら、時代の変化に即応したそのあり方

をしっかりと身につけることによって、真の会員の

保持と増強が実現して行くと考えるものでありま

す。

ちょうど、切りの良い時間でございますので、これ

を持ちまして私のつたない職業奉仕に関する卓話を

終了させていただきます。

ご静聴ありがとうございました。



地区委員会報告

　　　　第2790地区増強拡大委員長

　　　　　　　（成田空港南ＲＣ）　　菅井　直秀

　会員増強拡大委員長の菅井直秀と申します。宜し

くお願い致します。

　中村年度は、ガバナーの指針により、ＣＬＰ導入

を各クラブが取り組んでおります。

　これは会員の減少が、日本ばかりでなく全世界に

広がっていると言う時代の流れをストップすると共

に、ロータリーの活性化と会員増強を考えての事で

す。そして、各クラブは地域密着型のロータリーク

ラブにすべきだと思います。本年度より会員増強拡

大委員会を常任委員会としてメーンに組織された、

と解釈しております。

　会員増強で一番大切な事は、ロータリアンひとり

一人の意識の改革であります。ロータリーは、基本

的には一つの人生哲学であります。そして、エリー

トとして心に秘めた誇りを持つ事だと思います。会

員増強は、ロータリアン最大の奉仕であり責任であ

ります。またロータリー最大の財産は、ロータリー

の会員であります。よって、会員はロータリーの基

本哲学を学ばなければ、会員増強はできないと思い

ます。

　ロータリーの綱領と四つのテストを十分に理解す

ることが大切であります。毎例会研修リーダーが中

心になり、５分でよいからロータリーの基本につい

て繰り返しくりかえし、心を高め人格を高めるべく

研修することが大切であります。ですから、例会は

勉強会と心得て下さい。

　各クラブとも、純増１名達成を必ずお願い申し上

げます。会長のやる気一つで純増はできます。頑

張ってください。

10/24･25　地区大会
　　　　　　　　　　　 麗澤大学ｷｬﾝﾊﾟｽ

中村ｶﾞﾊﾞﾅｰより各分区ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐の紹介

中央右 /　成田空港南ＲＣ長寿ﾛｰﾀﾘｱﾝ　小沼孟会員




